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様式第２号(第５条関係) 

審議会等会議録 

発  言  者 会議のてん末･概要 

１ 開会 

司会（渡辺課長） 定刻となりましたので、ただいまから、平成２８年度第２回久喜市自治

基本条例推進委員会を開催いたします。 
それでは、会議に入る前に報告させていただきます。 
本日は、全員の出席となっております。 

なお、自治基本条例推進委員会条例第７条第２項に規定する定

足数（過半数）を超えておりますので、委員会が成立しておりま

すことをご報告申し上げます。 

また、本日の傍聴者はおりませんので、ご報告をさせていただきま

す。 

続きまして、配布資料の確認をさせていただきます。 

本日の資料につきましては、去る３月１０日に郵送させていた

だきましたが、一部差替えが生じましたので、改めて配布させて

いただいております。申し訳ございません。 

それでは、確認をさせていただきます。 

平成２８年度第１回久喜市自治基本条例推進委員会次第、資料１

－１市民参加の状況、資料１－２平成２９年度市民参加計画、資料２

－１久喜市自治基本条例普及(案)、資料２－２久喜市コミュニティ推進

連絡協議会組織図、資料２－３みんなで育てよう！協働のまちづくりリ

ーフレット(案)、資料２－４市民参加推進員の募集、参考資料 平成２８

年度第１回久喜市自治基本条例推進委員会会議録でございます。 

資料に不足はございませんでしょうか。 

（確認） 

２ あいさつ 

司会（渡辺課長） 
 

 次に、次第の２でございます。 
 小林会長から、ごあいさつをお願いいたします。 

小林会長 （あいさつ） 
３ 議題 

司会（渡辺課長） 
 

 

 

  ありがとうございました。 

続きまして、次第の３議題でございます。 

なお、議事進行につきましては、自治基本条例推進委員会条例第７

条第１項の規定により小林会長にお願いしたいと存じます。小林会

長、よろしくお願いします。 

小林会長 円滑に議事が進行いたしますよう、皆様のご協力をよろしくお願いい

たします。 

なお、議事に入ります前に、本日の会議録の署名をお願いする方の

確認をしたいと思います。今回は、大豆生田委員と竹内委員にお願い

したいと思います。よろしくお願いいたします。 
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それでは、本日の議題に入ります。 

 （１）「市民参加計画について」、事務局から説明をお願いします。 

事務局（佐藤課長補佐） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市民参加計画について」の説明をさせていただきます。 

市民参加の状況として、平成２９年３月１日現在における平成

２８年度の実施状況と、平成２９年度の市民参加計画についてご

説明をさせていただきます。 

まず資料１－１市民参加の状況です。１番目は平成２９年３月１日

現在における平成２８年度の実施状況でございまして、附属機関

です。会議を開催した附属機関は５０附属機関、委員を公募した

附属機関は２０附属機関でございました。次に市民意見提出制度

（パブリック・コメント）の実施件数は１６件、次にその他の市

民参加は１６件ございました。市民懇談会の開催、久喜市ＬＯＶ

Ｅくきネットワークの開催、くき市民特派員の公募及び催事等の

リポート、こども議会議員の公募及び議会の開催、総合教育会議

の開催、男女共同参画に関する市民意識調査の実施、市民参加推

進員の登録及び情報提供、久喜・菖蒲・栗橋及び鷲宮地域会議の

開催、市内循環バスに関するアンケート調査の実施等が実施され

ております。 

 ２番目です。平成２９年３月１日現在における平成２９年度の

市民参加計画予定でございます。附属機関で、会議の開催を予定す

る附属機関は４９附属機関、委員の公募を予定する附属機関は９附属

機関を予定しております。次に、市民意見提出制度（パブリック・コメン

ト）でございますが、実施予定件数は１１件でございます。次に、その他

の市民参加は１１件で、市民懇談会の開催、久喜市ＬＯＶＥくきネットワ

ークの開催、くき市民特派員の公募及び催事等のリポート、総合教育

会議の開催、市民参加推進員の登録及び情報提供、久喜・菖蒲・栗橋

及び鷲宮地域会議の開催等が予定されております。 

３番目です。市民参加計画の実施数及び予定数を平成２７年

度、平成２８年度、平成２９年度と３ヵ年を表にしたものです。

平成２７年度の委員公募をした附属機関は予定が７件、実績が１

０件、会議を開催した審議会は予定が４７件、実績が４４件でご

ざいました。平成２８年度は予定が２０件、実績が１９件、会議

を開催した審議会は予定が４５件、実績が５０件でございまし

た。平成２９年度は９件、会議を開催する予定の審議会は４９件

でございます。 

続いて、市民意見提出制度、いわゆるパブリック・コメントで

ございます。平成２７年度には予定が７件、実績が１４件でござ

いました。平成２８年度は予定が８件、実績が１２件でございま

した。平成２９年度の予定は１１件でございます。 

 続いて、市民説明会でございます。平成２７年度には実績が０

件でございました。平成２８年度も実績が０件でございました。

平成２９年度の予定は０件でございます。 

続いて、ワークショップでございます。平成２７年度には実績

が０件でございました。平成２８年度は予定が１件でしたが、実
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績が０件でございました。平成２９年度の予定は０件でございま

す。 

続いて、市民政策提案制度でございます。平成２７年度には実

績が０件でございました。平成２８年度も実績が０件でございま

した。平成２９年度の予定は０件でございます。 

最後に、その他の市民参加でございます。平成２７年度は予定

が７件、実績が１８件、平成２８年度は予定が１４件、実績が１

６件、平成２９年度は１１件の予定でございます。 

次に資料１－２平成２９年度市民参加計画でございます。こち

らは資料１－１の２番目を、名称、実施時期、内容、担当課の順

に表にしたものでございます。 

 以上でございます。 

小林会長 ありがとうございます。ただいま、事務局から、「市民参加計画につい

て」、事務局から説明がありました。何かご質問等はございますか。 

車田委員 資料１－１で、平成２９年度の委員の公募を予定する附属機関は９

で、平成２８年度の委員の公募した附属機関は２０となっていますが、こ

の差は２年任期の途中だからということですか。 

事務局（佐藤課長補佐） 

 
仰るとおり、２年任期の途中にあたりますので、このような数字になっ

たかと思われます。 

布川委員 ３の表中、括弧外は計画の数字、括弧内は実数ということですが、普

通、逆ではないのですか。 

それと、平成２８年度の委員公募欄で、計画は７件、実施は２０件とな

っておりますが、他の年度に比べると計画と実数に乖離がありすぎはし

ませんか。２年に１度の改選期とはいえ、何かの審議会が新規に増えた

のですか。それとも平成２９年度に引き継がれる審議会があるのです

か。この場で分かれば教えてください。 

事務局（佐藤課長補佐） 

 
表の数字の表記の仕方は、ご意見を参考にさせていただきます。そ

れと、平成２８年度の表の実績でございますが、現在集計中でして、３

月１日現在で分かっているものだけをここに記載しております。詳細に

つきましては、年度を改めた時点でお話させていただきたいと考えてお

りますし、広報紙やホームページで公表させていただきますので、ご参

考にしていただければと考えます。現時点では、暫定のご報告というこ

とでございます。 

布川委員 公表は４月以降かと思いますが、７件の意味についてはどうですか。 

事務局（佐藤課長補佐） 手元に資料がありませんので、後刻回答させていただきます。お時

間をいただきたいと思います。 

小林会長 

 

 

 

 

先ほどの事務局説明の中に、２年任期の途中のみならず、新設やそ

れまで公募することのなかった団体が公募するようになったとか、そうい

う事例を確認することは、意外と大切かもしれませんね。 

２年サイクルですから平成２６年度の実績を見れば判明しますが、意

外と似たような傾向があるのかもしれませんね、もしかすると。 

布川委員 ちょっと分かりかねますが、インターネット等で過去の実績が見られま
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すか。 

事務局(渡辺課長) 小林会長のお話にもありましたが、当初予定していなかったものが、

必要になったケースなどが考えられます。先ほどから７件と２０件の乖離

の意味するところが何なのか、この調査時点が３月１日現在なので、ちょ

っとお時間をいただき、分析してみたいと考えております。 

布川委員 前後の年と比較して、数字の乖離が目についたので、聞いてみまし

た。正式な公表の前に、この審議会には説明をいただきたい。 

大豆生田副会長 資料１－２の５ページに市民説明会の項目があり、市が条例や計画

等の内容について説明をおこなった上で、意見交換という記載がありま

すが、この３年は実績がありませんね。過去に実績がありましたか。 

事務局（佐藤課長補佐） 平成２４年度の条例施行後の実績はない、と記憶しております。 

大豆生田副会長 そうですね。私も開かれたという記憶がないので。わかりました。 

前田委員 資料１－１の３項目目、２８年度と２９年度の２ヵ年に亘って、（３）その

他の市民参加という項の最終行に、久喜・菖蒲・栗橋及び鷲宮地域会

議の開催という記載があるのですが、具体的にはどういう会議になって

いるのでしょうか。 

要は、旧自治体毎に会議を行っているということだと思いますが、具

体的なイメージが湧かないので、教えてください。 

事務局（佐藤課長補佐） 各地区の事業でございますが、久喜地区は総合運動公園の花いっ

ぱい運動事業を展開しております。２８年度と２９年度に曼珠沙華とムス

カリを植栽し、市民の憩いの場を作ろうとするものです。 

菖蒲地区は、あやめ・ラベンダーの施設や規模の拡充ということで

す。 

鷲宮地区は、葛西用水路沿いを利用した、コスモスの花回廊を充実

させていこうとするものです。 

栗橋地区は、江戸時代の日光街道の宿場町であったことから、歴史

にスポットを当てて地域を活性化していこうという事業であります。 

前田委員 各地域に直面している課題について、行政と地域の団体が話し合

い、事業を進めているということですか。 

事務局（佐藤課長補佐） そのとおりでございます。  

布川委員 

 

資料１－１の市民参加の状況で、市民参加の状況、ワークショップ、

市民政策提案制度の数字をみていると、平成２７年度から平成２９年度

までゼロになっており、事務局としてはこの現状をどう捉えますか。極論

を申せば、なくてもいいのではと思ってしまいますが、そうではないので

すね。 

事務局（佐藤課長補佐） 条例制定時には、この６つの方法が市民の皆様の意見を集めるのに

適していると考えたものでございます。確かに、市民説明会、ワークショ

ップ、市民政策提案制度の実績はござませんが、今後も見守っていき

たいと考えております。 
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布川委員 

 

 

なぜこれを取り上げたかといいますと、市民参加の根幹であると考え

ているからです。これらの実績を上げるための工夫が必要なのではない

か。この審議会で考えることもいいのでないかと思っているからです。 

難しいところであるだけに、市民の関心を高める工夫が求められるの

ではないか、そういう視点を持って議論をしていきたいと思っておりま

す。また、皆さんで考えていくことがいいのではないかと思っています

が。 

小林会長 他にいかがでしょうか。 

車田委員 市民懇談会と市民説明会とは、どこが違うのでしょうか。市長や部長

が市民の質問に答えるのが市民懇談会ですが、市民説明会とはどんな

ことをするのでしょうか。 

大豆生田副会長 市民説明会は、条例や市の計画の内容について意見交換を行うも

のということですね。5ページの市民説明会の解説だと、そういう意味が

あるようですね。それは実績がないということですね。 

布川委員 政策についての議論をするところですよね。そうするとやはり難しいも

のとなる。 

車田委員 市民懇談会は、久喜では２回実施し、参加者は約１２０人であります

ね。 

布川委員 出てくる人は、概ね決まった顔ぶれですか。 

車田委員 そうなってますね。 

布川委員 全く見たことのない人も、もちろんいますがね。 

車田委員 自分の考えを持っている人は、出てきますよね。 

布川委員 なので、決まった人ではなくて、関心がある人を呼びたいのですが

ね。開催日時や場所等の工夫はしていると思いますが。 

小林会長 事務局から、市民参加の計画や状況について説明をもらいました

が、これを議論するものではないので、それを前提に議題2の自治基本

条例の普及についての意見交換をしていただき、市民参加は状況把

握に努めていただくという意味で留めておきたいと考えます。 

それでは、議題２の「自治基本条例の普及について」事務局の説明

をお願いします。前回から時間も経っており、欠席の方もいらっしゃるの

で、まず始めに、前回の会議内容について説明をお願いします。 

事務局（佐藤課長補佐） 昨年の８月に開催されたもので、平成２８年度１回目の会議での最終

的なまとめとしましては、資料２－１を基にご協議をいただき、自治基本

条例の普及に向けて、今後３点に絞って議論をしましょうとの内容でご

ざいました。１点目は地区コミュニティ推進協議会への働きかけをどうし

たらいいのか。２点目はリーフレットの作成について。３点目は、市民参

加推進員について。この３点を検討したらどうかということでございまし

た。以上でございます。 

小林会長 これらの内容を踏まえて、議題（２）「自治基本条例の普及について」

の会議資料につきまして、事務局から説明をお願いします。 
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なお、事務局説明の後、これらの資料に基づき、今後の取り組み等

について、皆さんにご検討をいただきたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

事務局（佐藤課長補佐） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局から、議題（２）「自治基本条例の普及について」の会議資料

についてご説明いたします。 

それでは、議題（２）自治基本条例の普及につきまして、資料に基づ

き、ご説明します。 

資料は、 

資料２－１ 久喜市自治基本条例普及（案） 

資料２－２ 久喜市コミュニティ推進連絡協議会組織図  

資料２－３ みんなで育てよう！協働のまちづくりリーフレット（案） 

資料２－４ 市民参加推進員の募集 

の順に説明をいたします。説明は着座にて失礼します。 

６ページから８ページに亘る資料２－１は、自治基本条例普及に係る

検討（案）でございます。委員の皆様からいただいたご提案をもとに、事

務局で７項目の普及案を作成したものでございます。このうち、項目２の

コミュニティ協議会への働きかけ、項目３のリーフレットの作成、項目６の

市民参加推進員の活用の３つに絞って検討を進めていくものでござい

ます。 

続いて、９ページの資料２－２でございます。 

始めに、久喜市コミュニティ推進連絡協議会の組織図でございます。

図中、カッコ内の年号は、設立年月を表しております。 

地区コミュニティ協議会の設置状況は、鷲宮地区で５団体、栗橋、菖

蒲地区は現状では未設置で、久喜地区は６団体でございます。 

続いて、１０ページから１４ページまでの資料２－３の、みんなで育て

よう！協働のまちづくり（案）をご覧ください。 

地区コミュニティ協議会等の団体への働きかけに、自治基本条例を

普及させるリーフレットとして作成したものです。     

自治基本条例、市民参加条例・市民活動推進条例の説明と市民活

動推進補助金の内容等を記載してございます。 

次に、１５・１６ページの資料２－４、市民参加推進員の募集です。 

ご案内のとおり、本条例を普及する担い手として、市民参加推進員

制度があります。１５ページでは、市ホームページの市民参加推進員の

記述、１６ページでは市内中学校、高校に配布したチラシでございま

す。 

以上が、資料の内容でございます。これらの資料を基に自治基本条

例の普及に向けての検討をよろしくお願いいたします。 

小林会長 ただいま、事務局から「自治基本条例の普及について」会議資料の

説明がありました。いろんな課題があるのですが、全部検討するわけに

もいかないので、大きく分けて3つのポイントに絞り、集中して検討して

から次の課題に取り組んでいくというお話だったかと思います。 

もう一度確認をすると、コミュニティ協議会への働きかけ、リーフレット

の作成、市民参加推進員の活用でございます。 

ひとつずつ検討していきたいと考えますが、前提として今日の議論で

終るのではなく、いろんなご意見を事務局がまとめて、次回に提示して
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もらうということにしたいと考えます。問題が大きいので、今日で終わると

いう訳にはいかないと思いますし、この３点以外にも課題が見つかるか

もしれませんのでが。 

それでは、順番にコミュニティ協議会から検討していきましょう。もしか

したら、一番大きな問題かもしれませんね。 

では、コミュニティ協議会への働きかけということでお出しいただけれ

ば、と思います。 

9ページのこの表を見るとかなり温度差があるということですよね。 

小林会長 これだけ温度差があると、これを使えば全部大丈夫ということではなく

て、しっかりした組織であれば、そこから波及していくと思われますが、

そうではないところは意図したとおりにはいかないのではないかと。事務

局としては、それでもある意味では温度差ができても、実施したほうがい

いと思っているのか、平均的にやっていこうと考えているのか、どっちを

考えているのでしょうか。 

事務局(渡辺課長)  コミュニティ協議会の現状を説明いたします。各地区を包括するコミュ

ニティ協議会としてコミュニティ推進協議会があり、その下に地区コミュ

ニティ協議会があります。 

先ほどの説明にもありましたが、久喜が６つの地区コミュニティ協議

会、鷲宮が５つの地区コミュニティ協議会が設立されております。市の

方針といたしましては各小学校単位での地区コミュニティ協議会の設立

を目指しております。設立済みの地区コミュニティ協議会は１１あり、29

年度は予定ではありますが、栗橋、菖蒲地区にそれぞれ１つの地区コミ

ュニティ協議会が設立に向けて準備を行っているところでございます

が、地区コミュニティ協議会が増加していくことで地域の活動が活発に

なるものと期待しているところです。 

活動状況でございますが、久喜地区の場合は、昨年に６地区コミュニ

ティ協議会の会員が一堂に会し、意見交換会を実施したところでござい

ます。その席で、自治基本条例や市民活動推進条例の説明をさせてい

ただきました。各地区コミュニティ協議会は、それぞれに会合を持つの

で、その中で自治基本条例や市民活動推進条例の説明の時間をいた

だくなど、組織を活用した普及の方法もあるのではないかと考えてもお

りますし、重要な課題であるとも捉えております。 

小林会長 全部やるということではなく、数年間単位で計画を立て、全体をまとめ

られれば良いと考えます。例えば、今年は久喜地区に絞ったら、実施で

きそうな地区に活動に入り、それを何年かかけて一巡できればいいとい

う寛容さでよいと思いますが。様々な会議に便乗していかないと、自治

基本条例の説明だけでは、集客や話題性の面で難しいでしょうから。地

区コミュニティ協議会に便乗するという状況も考えられますね。 

大豆生田副会長 事務局の説明で、良い面をみせるやり方もいいと思います。しかし、

中身の問題になってしまうのではないかとも感じます。各協議会でどう

いう活動をするのかという点が、ＰＲのためのポイントとなるような気がし

ています。私は地区コミュニティ協議会に加入しておりませんが、周辺

の地区コミュニティ協議会をみますと、地域の絆といいますか、防災面

での活動が盛んに行われ、防災訓練を一緒にやりましょうという活動が
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多いように見受けられます。その他にも、かなり予算もついておりますの

で、お金の使い方も含めた説明があればいいのではないかと思います

が。 

事務局(渡辺課長) 予算の関係でございますが、このあと協働のまちづくり（案）の中で触

れたいと考えております。 

平井委員 私も地区コミュニティ協議会に関わっておりますが、自治基本条例と

いう名前は、やはり浸透していないように思います。しかし、コミュニティ

自体が市民参加、協働のまちづくりの一端であるということを認識されて

いる方は多いと思います。このコミュニティ協議会というのも、自治基本

条例の中に規定されていて、それを受けてのコミュニティ協議会が設置

され、補助金については、コミュニティ推進協議会に２５万円、６地区コミ

ュニティ協議会へは２０万円をいただいております。 

久喜の場合は、６つのコミュニティ協議会が活発に動いており、大豆

生田副会長の仰る防災、福祉等の部会とか、地域住民と小･中学校に

おいて活発に活動していると思っております。それも、決まった方が参

加するということではなくて、個人や団体が誰でも参加でき、学校の先

生方も入会してくださっており、いろんな分野の方が入会されておりま

す。 

また、組織としては当初はコミュニティ推進協議会しかなかったので

すが、これまで以上にきめ細やかな活動をするには、もっと地元を知ろ

うということになり、地区コミュニティ協議会を立ち上げた経緯がありま

す。 

コミュニティ推進協議会に対する自治基本条例の働きかけは、代表

者だけというよりも、例えば６つの地区コミュニティ協議会から５～６人ず

つ出ていただき、意見交換会のようなことを開催し、そこで説明されるの

がいいのではないかと考えております。ワークショップ方式といいます

か、ざっくばらんに意見が言える雰囲気で開催できればいいのではな

いかと考えております。私は､自治基本条例＝協働のまちづくり＝地区

コミュニティ推進協議会という図式を、少しでも理解できればいいと思う

のですが。 

石井委員 私は、菖蒲地区のコミュニティ推進協議会に関わっているので、菖蒲

の実情をお話したいと思います。 

合併前から組織はありまして、予算は合併後削られていく状況にあり

ます。菖蒲コミュニティ推進協議会は、５月３０日にごみゼロ運動を展開

しております。また、その予算は、行政から手袋と可燃･不燃のゴミ袋が

支給され、飲み物を参加者全員に菖蒲コミュニティ推進協議会から渡し

ています。そうしますと２５万円の予算の中から飲み物を払っているの

で、活動が制約されてしまうことになってしまいます。その他、花いっぱ

い運動や母子愛育会に絵本のプレゼント事業などをやっているのです

が、予算のやり繰りが難しいのが実情です。 

地域による温度差は、まだまだ改善されなくて、久喜地区や鷲宮地

区を見習って小学校区単位の地区コミュニティ協議会を立ち上げようと

努力をしています。菖蒲地区では、小学校単位で青少年を守る会が立

ち上がっており、これが地区コミュニティ協議会とほとんど被っていて、
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両立が難しいという状況にあります。 

この青少年を守る会というのは、行政区内の１軒ずつから１００円をい

ただき、約４万円の活動費で事業を実施しており、地区コミュニティ協議

会に活動を移すといってもなかなか理解されず、苦慮しているのが現状

です。 

ですから、自治基本条例の啓発の一環で、地区コミュニティ推進協

議会に働きかけることに関しては、いくらでも協力したいと考えておりま

すが、各地区の温度差は未だにあると思います。その地区の歴史があ

るので、じわじわと進めていくことが良いのかと思いますが。 

小林会長 ありがとうございました。皆さん発言されてうれしいのですが、これだけ

で終わってしまうのもよろしくないので、よろしければ、リーフレットや市

民参加推進員のお話もしていただいて、一巡の後、また地区コミュニテ

ィ協議会に話を移していただければと考えますが、いかがでしょうか。 

本来ならば、このリーフレットは持ち帰っていただいて、ご指摘をいた

だくのが良いのかもしれません。例えば、読みづらいとか、ここは意味が

不明だとかという点をご指摘いただくということで。 

リーフレット作成で大事なのは、各委員さんにご意見やイメージを伺

って作成していくことです。実際にコミュニティ推進協議会へは、我々推

進委員が行くのではなく事務局が出向くので、目的達成のためにアド

バイスはできますが、リーフレットならば、少しは委員の意見が反映でき

ると思います。 

事務局で自治基本条例に関する説明をされてきたかと思いますが、

コミュニティ推進協議会にお話をした反応で、よかったものはどれです

か。 

事務局(渡辺課長) 昨年９月２４日土曜日に久喜コミュニティ推進協議会の６つの地区コミ

ュニティ協議会から、総勢６０人ほどの会員さんが集まりまして、資料２

－３のこのリーフレット案に近い内容を説明させていただきました。内容

としては、１０ペー-ジの３条例の説明と１１ページの市民活動への補助

の説明、それと１４ページの図を使用して説明させていただきました。 

特に、自治基本条例等の３条例は理解されにくいものなので、協働

のまちづくりの仕組みを図解し、短い言葉で解説し、市民、コミュニティ

や行政とはどういうものなのか、ということを説明させていただきました。 

また、９月の説明時には補助金制度は説明をしておりませんで、今回

このリーフレット案に補助金制度を掲載いたしました。 

小林会長 リーフレットの内容も、様々な説明会や相手によっても変っていくこと

になろうかと思います。自治基本条例とはなにかと問われても、一般の

方はほとんどの方が知らないわけで、基本的な事柄で知識を得ればよ

いと考えますので、相手方によってリーフレットの記載事項や表現方法

が変ることは、あって然るべきだと考えております。運用していく中で、

中身を検討していくことも必要だと考えております。 

事務局(渡辺課長) １点だけ、補足説明をさせていただきます。６～８ページの資料２－１

に久喜市自治基本条例普及（案）があります。今回の議論に該当する

項目は、２番のコミュニティ協議会への働きかけ、３番のその他団体等

への働きかけのリーフレット、６番の市民参加推進員となります。 
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会長が仰る相手方への伝え方という点で、例えば、４番では若い世

代への働きかけや１番への市民への働きかけで、駅や大規模集会施設

において配布するとか、市のイベントにおいて配布するという項目があり

ます。しかし、今回においては３番のその他団体等への働きかけのリー

フレットということで、行政区等への配布という観点から検討をいただくも

のでございます。  

白石委員 鷲宮のコミュニティに携わっておりますが、この場に参加させていた

だき、自治基本条例を話し合っていく中で、コミュニティを重点的に扱っ

ていらっしゃる。コミュニティは深いもので、あれもやりたい、これもやりた

いというように、団体に属していなくても、個人でも追究していけるものだ

と感じています。 

表中の市民参加説明会等の実績がゼロということは、説明や表現の

仕方が好ましくないのではないかと考えます。やっていることは評価で

きますし、パブリック・コメントなどでも担当者は一所懸命やっております

ので、そこのところを考えてもらえれば、ゼロではなくなると思っておりま

す。 

それと、コミュニティというのは温度差があると思います。そこで自治

基本条例の精神は、目には見えないけれども大切な事であると説明す

ることで、少しずつ理解が深まるのではないでしょうか。リーフレットに、

そのような記述を極力取り込んでいければと感じます。 

小林会長 いろんなご意見が出ておりますが、市民参加推進制度ですが、この

会議でも発足当初からこの話が多く話題になっています。出尽くした観

があり、だから活性化するべきだということになるのですが、市民参加推

進員のご意見を伺います。会議録を読むと、かなり話題になっています

が。 

大豆生田副会長 配布資料の市民参加推進員の活用のポイントは、現状で細々と活動

している中で、数的目標を掲げてそれを達成しようとする決意表明にも

とれるので、推進委員会の共通認識だと思いますが、やはり具体的な

方法について深掘りをして、実行していくのかに尽きるのだと思います。 

そうかといって、具体的な提案があるのかというとなかなか難しい面が

あり、この100人の内訳を地区ごとに上げておりますが、これをどう着実

に増やしていくのかということを議論していくのがよろしいかと思います

が、事務局でこの件に関し、腹案はあるのですか。 

事務局(渡辺課長) 昨年12月に市内１２の中学校、5つの高校(久喜、久喜工業、久喜北

陽、栗橋北彩、鷲宮)に市民参加推進員制度のリーフレット、ポスターを

配布したところです。このうち、高校には校長先生にお願いに行きまし

た。選挙権が18歳に引き下がるという、社会情勢の大きな変化がござい

ました。校長先生にある程度の人数を推薦してもらうということも考えまし

たが、構想にとどまっております。 

市民参加推進員は、3月14日現在で23名登録いただいており、その

うち女性が5名で、この推進委員会からも3名の方に登録をいただいて

おります。今日はその他で取り上げる予定でおりましたが、是非、推進

員の皆様にも登録をお願いしたいと思います。事務局としても、今日の

推進委員会の議論を参考にさせていただきたいと考えていたところでご
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ざいます。 

大豆生田副会長 推進委員会と事務局とがお互いに知恵を出す段階に来ていると感じ

ております。 

車田委員 リーフレットの件から話しは外れますが。市内にはいろんな団体があ

り、そういうところから１名なり、２名なりの登録をいただければいいのか

なと考えます。例えば、中学校や高校も、校長先生に頼むだけではな

く、推薦をもらえればとも思います。私は区長会長を仰せつかっており

ますので区長会からも登録者は出せますし、コミュニティ推進協議会な

どは、協働のまちづくのパートナーでもあるので、積極的に加入してもら

うように働きかければいいのではないでしょうか。検討してみてください。 

安藤委員 私は栗橋地区の団体に所属しております。コミュニティ協議会は数々

の団体が加入しておりますが、協働のまちづくりの考え方が、市民レベ

ルまで浸透していないと思っております。コミュニティとはどういうもの

か、まちづくりはどうすればいいのか、ということの細かい議論が欠落し

ていると思っております。 

栗橋コミュニティ推進協議会に加入していて、栗橋連合婦人会が3万

円の補助をいただいて市道脇の空き地に花をいっぱいに植栽し、そこ

が通学路になっていて、児童・生徒と近隣の大人が朝晩のあいさつを

交わす、あいさつ通りと名づけたことをやったことがあります。私は、地

域に帰って良い人間関係を作るということがコミュニティではないか、と

思っております。  

小林会長 市民参加推進員は、本来ならば自治基本条例の普及に一役買うは

ずの方ですが、その方にも理解していただかなければと思っておりま

す。また、どんな方になってもらうのかという質の問題もあろうかと思いま

す。 

万能型の市民参加推進員の確保が難しいと思います。先ほど高校

生の話がありましたが、高校生もしくは久喜市民に限定していないのが

自治基本条例ですから、１～２年施行してみるということもよろしいので

はないかと考えております。もう一つは、若い方ではなく、地域で長年活

動している方など、様々なバリエーションを持って、しかも一度に変える

のではなく、試行していくことも必要かと考えております。 

高校生の話がありましたが、私の経験では、高校側に市民参加推進

員になることのメリットを説明できないと難しいと思います。 

白石委員 コミュニティ活動にも、高校生の参加は少ないと思います。 

前田委員 ４地区にコミュニティ推進協議会がありますが、一定の目標数値をイメ

ージして、そこに具体的に相談をしながら進めていくというのは、かなり

可能性がある話ではないでしょうか。それについて、事務局はどう思わ

れますか。 

事務局(渡辺課長) いろいろお話をいただきましたが、地区コミュニティ推進協議会は、

久喜、鷲宮に設置してあり、菖蒲、栗橋も設立準備を進めていくことから

考えると、大変重要な位置付けであると考えます。 

前田委員  予算の一部が地区コミュニティ協議会に使われていることを踏まえ、そ
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のことと連動させながら、話を聞いてもらうということがあってもいいのか

もしれませんね。 

事務局(渡辺課長) 昨年9月に、久喜地区コミュニティ推進協議会があり、そこで意見交

換会を実施しましたが、6つの地区コミュニティ協議会から約60名の委

員さんが参加されました。 

前田委員 市民参加推進員の増員については、一気に解決するものではない

ので、丁寧に、繰り返し話し合いをしながら、段階的に目標を達成して

いくということになるといいですよね。そのためには、当推進委員会委員

や事務局が汗をかくことが必要になると思います。 

佐世委員 自治基本条例を普及させるというのは、相当困難だと思います。とい

うのは、憲法をとっても戦後数十年、国から民間団体まで相当国民に働

きかけた経緯がありますね。でも、自治基本条例はそこまでできません

よね。 

発想を変えて、自治基本条例の精神は、市民参加や協働ということ

ですよね。私は、自治基本条例を前面に出すのではなく、これからは市

民参加の社会や、協働の社会であるということを前提にし、それを支え

るコミュニティや団体の活動が、楽しくて、かつ、皆のためになるのでそ

こに入りませんかというアプローチはどうでしょうか。その根拠はという

と、自治基本条例であるということになります。そのほうが市民に受入や

すいのではないでしょうか。自治基本条例から説明していく方法と、市

民参加条例や協働の観点から話をしていくのとでは、受け止め方が違う

と思います。 

例えば、イベント時に普及のためのブースを設け、そこでは、仲間が

できる、友達ができる、やりがいも感じられる、それなので楽しいからみ

んなも一緒にやりませんか、という働きかけができないかなと考えまし

た。 

車田委員 私も同様のことを思っていました。確かに、自治基本条例を表に出す

のは皆さんのハードルを高くするもので、コミュニティをたどっていけば、

市民参加とか自治基本条例の一部に当たるということを、久喜小コミュ

ニティ協議会ではイベントの度に話しています。その辺りは徹底してい

ます。 

平井委員 条例というと、とっつきにくいし、市などの行政がするべきものだ、とい

う印象があります。協働のまちづくりの中にコミュニティがあるわけで、活

動していると楽しいので、地区コミュニティの仲間が増えていきます。そ

ういう人たちの集まりに、このリーフレットで、わかりやすく、絵を入れな

がら、何度も機会あるごとに説明をしていただくことが重要なのではと思

います。 

また、コミュニティに関わる方は、なぜコミュニティ活動に補助金制度

かあるのか興味がありますので、そのことも併せて説明いただきたいと

思います。もちろん、決して補助金だけが興味の対象ではありません

が、コミュニティは地域のつながりですので、皆さんに地区コミュニティ

協議会の加入していただき、そこで加入された方に市民参加推進員に

なっていただき、ひとりでも多くの方に推進員になっていただけたらと思

います。 
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もちろん、推進委員の方にも参加していただければと思います。 

大豆生田副会長  これまでのお話で、触れられていない事項があり、気になったので発

言します。 

市民懇談会というのは、市民から行政に向けて意見なり、要望なりを

出していくというものです。しかし、個人が意見を言う場がないのではな

いかと思っています。協働のまちづくりのリーフレットには、市民に関心

を持ってもらうという記載があることから、市に意見を言う制度があっても

良いのではないかと思います。例えば、市民通報システムのような、市

民から上げていくものですね。道路の穴とか、フェンスの壊れなどです

ね。 

こういうものができれば、市民が市政に対し関心を持つことになり、意

識付けになるのではないかと考えております。ここで、この話を持ち出す

と委員の皆さんに混乱をきたすので、そんな意見を持っているということ

で留めておいていただければと思います。 

結論は、個人が参加できるシステムがほしいということです。 

車田委員 一部ですが、市長への手紙という制度がありますね。 

布川委員 市役所内に受け皿がないということですかね。市民からの話を受けて

担当課に回すのではなくて、苦情や意見を受け付けるワンストップ窓口

のようなものがあれば良いのですかね。 

大豆生田副会長 この話は、違う部署の話になるので、この辺りで切り上げたいと思いま

すが。 

布川委員 副会長の話を実現しようとすると、久喜市が全国初となるのでしょう

か。 

大豆生田副会長 いや、千葉県の松戸市とか、神奈川県の相模原市とかありますね。

今はスマートフォンの時代なので、GPS 機能がありますから、現場写真

を送付すれば時間をかけずに特定できるはずです。 

布川委員 個人が参加できることが重要だと思います。他に良い案があれば別

ですが。 

佐世委員 団体には核となるものが必要なので、それはそれで必要なのです

が、個人がなかなか参加できないのですね、日中勤務している方が大

半だと思いますので。ただ、年齢によっては地域との繋がりができて、

深くなるとそういう方も加入していただけると思いますが。 

そういう日常的に活動できない方にどうやってアプローチするかは難

しい問題だと思いますね。 

布川委員 先ほど、地域毎に温度差があるということですが、なぜあるのだろうか

と考えていたのです。向いている方向は同じはずなのに。4地区を同じ

温度にする方法があるのではないかと考えるのですが。 

石井委員 目的は一緒なのですが、過去の実績は積み重なっているものなの

で、崩すことはできません。それを崩してみんなで1本化していくことが

求められており、合併に伴って地区コミュニティ協議会が設立されてい

ますが、なかなかうまくいきません。久喜地区はそもそもありませんでし
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たし。合併により設立したので、だからズレがあるということです。解決の

方法はいくらでもあるかと思います。動き出したので、それでやっていこ

うとするものですが、現実には温度差があるということです。言い換えれ

ば地域差ですかね。 

平井委員 それはあると思います。地域ですから、名称はいずれにしても団体で

活動していますよね。地区コミュニティ協議会を急に作っても、既存の

団体が同様の取り組みをしていたので、いまさらどういうことだという感

情も生み出してしまったように思います。 

久喜地区は遅くできたということで、同じような思いの方の集まりで、ト

ップダウンでできたものではなく、下から盛り上がって、会議を何度も経

てできた協議会です。地区コミュニティ協議会が先か、推進協議会が先

か、迷ったこともありましたが、まとまりがないと継続していけないのでは

ないかという思いから、自分の地域で地区コミュニティ協議会を立ち上

げた経緯があります。 

久喜は遅かった分、理解度が高かったのかもしれません。 

石井委員 逆に一般住民が、防災の不安や危機感を持っており、そこに協働の

まちづくりを提示されたので、うまく流れに乗っていったということがある

と思います。 

平井委員 自治基本条例も久喜地区は合併前から制定しており、合併後は新し

い方と一緒になって、再度合併前の自治基本条例を素案にして、新た

に制定した経緯があります。 

そういう意味では、温度差はあるのかと思いますが、既に新自治基本

条例ができて数年が経ち、コミュニティ推進連絡協議会が立ち上がって

おり、皆さんと一緒に活動していきたいと思います。私は、いろいろな団

体でも地区コミュニティ協議会に入っていただき、地域の問題解決が図

られるように進めていけるのではないかと思うのですが。 

布川委員 温度差ということにこだわるのですが、前回の推進委員会の終了後、

平井委員に地区コミュニティ協議会にどのような話題というか、課題とい

うか、活動計画というか、共通の関心が高い事項があるのですかと伺っ

たところ、防災、医療とか介護ですかねと答えてくださいました。そうする

と、温度差を埋めていくという意味では、共通したテーマを一緒になっ

て解決していくことが、解決策になるのではないかと考えますので、試し

に実行してみたらどうでしょうか。場合によっては、補助金が増えるかも

しれませんが、それなりに予算取りをしていただくか、別の形で支援して

いただくかということはできるかと思います。それは民間にも支援を仰げ

ばよいと考えるのですが。 

まず私は、温度差をなくすということが先決だと思い、共通の課題に

取組むことがその解決策になると考えまして、必要なら予算の確保もし

なければならないかと思います。ただし、予算ありきではなく、何に取組

むのかを明確にさせた上でのことになります。 

車田委員 私の知っている限りでは、一番関心があるのは、大地震時の避難の

仕方ですかね。しかも要援護者の避難の仕方です。これは大きな関心

事だと思います。それにしても、市街地と農村部とでは考え方がだいぶ

違うので、それも温度差といえるかもしれません。久喜地区の場合、6つ
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ある地区コミュニティ協議会は全て避難訓練を実施しています。それだ

と共通で実施可能なのではないでしょうか。 

布川委員 それを実施する機会がありますか。 

車田委員 それは、集まった機会を捉えて実施することになるのではないでしょう

か。例えば、私の所属では、８０歳以上のご夫婦、７５歳以上の１人住ま

いの方を地図に書き込んでいます。 

小林会長 

 

 

 

 

 

 

この会議は、私が思い込んでいるのかもしれませんが、コミュニティ協

議会を議論する会議体ではなくて、あくまでも佐世委員の仰る協働のま

ちづくりとはなにかという身近な問題、自治基本条例の趣旨をどうやっ

て認識してもらうかということだと思うのです。 

後半の議論は、コミュニティ協議会はどうあるべきかという話になって

しまい、自制しなければならないのではとも思っています。 

佐世委員 

 

ここの使命ということで言えば、コミュニティを充実させるというか、皆さ

んが協働や市民参加の意識を持ったりという、活発なまちづくりやそうい

う市民生活ができることが、究極の目的ですよね。自治基本条例を普及

させることが目的ではない。だから、自治基本条例を前面に押し出し

て、啓発するということに賛成ではないのです。目的と手段というように

考えればいいのではないかと思うのです。 

先ほど、コミュニティの温度差という話がありましたが、温度差があっ

ても何か不都合があるのでしょうかという考え方なんです。それぞれの

経緯があり、それぞれの自治や地域社会の中で、いろんなアプローチ

の仕方があっていいのだと思います。他所の良いところがあれば取り入

れたり、切磋琢磨して、あるいは情報を共有していくという方法がありま

す。 

そういう活動に参加することが、やりがいになったり、仲間ができたり、

楽しいことがあったりと、コミュニティ祭りなどをやって、その後の打ち上

げも行って、一体的な雰囲気をつくり上げたところで、コミュニティの基

本には実は自治基本条例があって、興味のある人は市のホームページ

を見てみると良いですよ、とか、リーフレットを見せるとかなどの取り組み

が良いのではないかと思っているのですが。これがいいかどうかは、分

かりませんけれど。 

白石委員 久喜市コミュニティ推進連絡協議会の担当者会議を年に５～６回程

度開いて、その席でこの話題を上げてみて、話し合ってみるのがいいか

と思われます。そうすれば、さまざまな課題が見えてくると思います。補

助金もつけられる範囲でつけるなどして、地域で協力して利益を生み出

せれば、内容を広げようということになるかもしれませんし。まずは話し

合いをして、可能性を探るということが必要かもしれません。そうすれ

ば、お互いの知識も増え、温度差も解消できるかもしれません。 

佐世委員 連絡を密に取るということですかね。 

白石委員 そういうことですね。 

小林会長 

 

いかがでしょうか、１つ提案があります。今回はこの３つ、前回会議で

出たのですが、次回はこの３点のある程度の結論もみないうちに、別の
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論点を検討し始めると、拡散していって際限がなくなってしまうので、具

体的な中身を考えてご議論いただくことや、別項目で委員さんから緊急

で取り上げてもらいたい項目があれば、議題に入れていただくことで進

めたほうがよろしいのではと思います。せっかくここまで議論をいただい

たので、この３点を成功させろとは言いませんが、形にしないで終わっ

てしまうのは虚しいものになりますので。 

大豆生田副会長 

 

今日は、あまり触れられなかったのですが、市民参加推進委員があり

ますので、もう一度議題にしてもらえればと思います。 

佐世委員 

 

市民参加推進委員は市民参加推進委員の役割があるので、条例を

前面に出していただいても構わないと思います。 

大豆生田副会長 そういう意図も含めまして、お話をしてみました。 

小林会長 

 

いかがでしょう、次回も先ほど提案した案で進めることでよろしいです

か。特に発言しておきたい委員さんはいらっしゃいますか。 

車田委員 

 

 

資料２-３はリーフレット（案）とありますが、この案を取るためにはこれ

を次回までに、皆さんに理解していただき、仕上げるようにするというこ

とでしょうか。 

小林会長 

 

 

リーフレットのパターンはいくつもあるということで認識しています。基

本的な1つのパターンと考えていただければ、と考えております。 

ないようでしたら、今日の会議は終了させていただきます。 

事務局(渡辺課長) 

 

 

 

会長、１点よろしいでしょうか。布川委員さんのご質問ですが、訂正と

お詫びをさせていただきます。平成２８年度委員公募の数字に誤りがあ

りました。計画７、実績２０と記載しましたが、正しくは計画２０、実績１９で

ございました。お詫びをさせていただき、訂正をお願いいたします。 

小林会長 ありがとうございました。 

白石委員 

 

 

一言申し上げたいことがございます。私、団体から選出されています

が、団体の任期が切れますので、これで任期満了となります。さまざま

な勉強をさせていただきました。ありがとうございました。 

小林委員 本日は、これで閉じさせていただきます。 

４ その他 

事務局（渡辺課長） 
 

 

ありがとうございました。 
続きまして、次第４「その他」でございます。 
事務局から連絡事項をさせていただきます。 

事務局（佐藤課長補佐） 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局から、２点ございます。 

１点目は、委員の皆様への市民参加推進員の登録についてのお願

いと、２点目は委員の任期満了についてのお知らせでございます。 

１点目は、委員の皆様にも、ぜひこの機会に登録をお願いしたいと存

じます。申込書もお持ちしておりますので、宜しくお願いいたします。 

２点目の委員の任期満了についてでございますが、本年３月１７日を

もって、平成２７年度からの２年間の委嘱期間が終了いたします。２年
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間、審議にご参加くださり誠にありがとうございました。 

当推進委員会は、自治基本条例の適切な運用及び普及を図ることが

目的であり、その目的が達せられるまで審議を継続いたします。 

そのため、次期の公募の委員を募集いたします。応募内容でござい

ますが、１８歳以上の市内在住・在勤・在学者で、募集人数は５人でござ

います。また、募集期間は５月１日から５月３１日までで、５月３１日まで

に必着でございます。 

詳細は４月１５日号の広報紙に掲載いたしますので宜しくお願いいた

します。 

なお、学識経験者、各種団体の代表の皆様には改めてご相談させて

いただきたいと存じます。 

事務局からは以上でございます。 

事務局（渡辺課長）  委員の皆様からは何かございますか。よろしいですか。 

５ 閉会 

事務局（渡辺課長） 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

それでは、これで平成２８年度第２回自治基本条例推進委員会を閉

じさせていただきます。 

 閉会にあたり、大豆生田副会長からごあいさつをいただきたいと存じま

す。 

大豆生田副会長、よろしくお願いいたします 

大豆生田副会長 閉会のあいさつ 

事務局（渡辺課長） 

 

 

ありがとうございました。 

これにて、本日の予定は、すべて終了いたしました。 

本日は、大変お忙しい中、自治基本条例推進委員会にご出席を賜り

まして、誠にありがとうございました。 
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 会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。(注) 

  

 

   平成２９年４月１２日 

 

 

                      大豆生田 章    
 

                          

                        竹内 進次  

 

 

（注） 特に署名等を要しない審議会等については、事務局名を記入する。 

 


